
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和３年度 さいたま市福祉施設等従事者研修  
 

対人援助研修Ⅱ 対人援助職の倫理 
～利用者との専門的な援助関係の形成を目指して～ 

福祉サービスに対する需要の増大・多様化はますます見込まれており、また、より専門的な対応を必要 

とするニーズの顕在化を背景に、質的にもより高いサービスが求められています。一方、介護・福祉の現 

場での深刻な人手不足は継続しており、他業種から福祉業界へ転換した層の活躍も目立つ状況です。 

そのような中、現場では日々の業務遂行のため、技術や知識の習得が優先され、対人援助職として核となる倫

理について置き去りになる可能性があります。それは個人の尊厳、権利擁護や利用者主体等の視点から捉えたと

き、回避すべき喫緊の課題であるといえます。 

本研修は、対人援助職として基本的な態度や心構えを確認し、福祉の仕事の倫理・価値を深め、利用者との専

門的な援助関係の形成を目指すことを目的に実施します。 

 

【住所】さいたま市浦和区常盤9-30-22 浦和ふれあい館  【電話】048-835-3111 
【FAX】048-835-1222   【メール】kenshu@saitamashi-shakyo.jp 

 

 社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会 

地域福祉情報・研修センター    

 日程  

令和４年２月１６日（水） 

１0:００～１5:0０ 
（9:40から受付、9:55からオリエンテーション） 

◆参加人数・対象（申込者多数の場合は抽選） 

30 名   
市内の福祉施設及び事業所・福祉事務所にて、対 
人援助業務をおこなっている方で、経験年数が２年 
以上の方 ※概ね中堅職員レベルを対象とした研修です。 

◆受講料     無料 

◆開催方法   Zoomによるオンライン研修 

◆申込締切   令和４年１月２１日（金） 

◆接続テスト日 令和４年２月１５日（木） 

           14:00～15:00 

 

主催 

研修概要(申込書裏面) 
 

 
◆講義・演習 
「福祉の仕事について考える」 
・福祉はどのような仕事か 
・ほかの業界との違い 
・福祉職の倫理綱領 

 
◆講義・演習 
「バイステックの７原則を学ぶ 
～『受容』と『個別化』を中心に」 

 
◆講義・演習 
「利用者と職員間の援助関係について考え
る」 
・事例検討（個人ワーク・グループワーク） 

株式会社エイデル研究所 

人材育成支援部 研修主任 

増田 直哉氏  
福祉系大学卒業、大学院修士課程修了後、社会福

祉法人等において、介護業務、相談援助業務等に従

事する。エイデル研究所入社後は、経営マネジメント、

OJT、リーダーシップ、スーパービジョン、アンガーマネジメン

トなどの研修講師を務めている。 

講 師 
 

 

研 修 内 容 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  これからの福祉人材のための研修を 

共に作っています 



法人名 施設名

施設住所 〒

施設TEL 　　　　　　　　　　　　　　　　

施設FAX 　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　年　　ヶ月　

受講決定通知　及び　研修IDを送付するメールアドレス（大きく鮮明に記入ください）

   　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

□　接続テストに参加する □　接続テストに参加しない

■　「申込内容の変更」は、電話でご連絡ください。

申込締切日　　　令和４年１月２１日（金）１７時必着

ＦＡＸ　 ０４８―８３５―１２２２

電話　　　　０４８－８３５－３１１１

★下記項目について全て記入し、ＦＡＸまたは電子メールでお申し込みください。

メール　　kenshu@saitamashi-shakyo.jp

■　１月２８日（金）までに受講の可否を電子メールにてお送りいたします。
　　期日を過ぎても申込結果が届かない場合は、電話にてご連絡ください。
　　※本センターからのメールが確実に受信できますよう、通信端末の設定をお願いします。

高齢・障害・児童・その他（　　　　）

施設の種別（〇をつけてください）

■　ＦＡＸでお申し込みの場合は、不着の場合もありますので、送信後に併せて電話で
　　申込の受理確認をお願いします。
　　また、電子メールでお申込みの場合は、「受講決定通知 及び 研修IDを送付する
　　メールアドレス」へ申込受理確認のメールを送付いたします。

■　受講申込書に記載された、施設名や氏名等については、申込結果の送付及び受講者名簿の
作成、研修講師への情報提供の目的以外は使用いたしません。

接続テストへの参加

ふりがな

受講希望者
　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

 この研修で学びたいことは、どのようなことですか。

対人援助職

経験年数

R3.12末日現在

対人援助研修Ⅱ 対人援助職の倫理

受講申込書


